
ごあいさつ

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し
上げます。
また、平素より、当社に格段のご支援を賜り、厚く御礼
申し上げます。
当第2四半期（2014年4月～9月）業績については、
売上高は前年同期比11.7％増の168億30百万円でした
が、スポンジチタン在庫圧縮のための一時的な減産強化
等により、営業損失35億61百万円、経常損失37億41
百万円、四半期純損失38億24百万円と前年同期に比べ
損失増となりました。チタン事業においては、航空機向け
の在庫調整の終了が遅れており、一般工業向けについては
需要回復の兆しが見えつつあるものの本格的な回復に
至っておりません。一方、機能化学品事業は、堅調に推移
しました。
以上のとおり、当期間の業績は大変厳しい内容となり

ましたため、誠に遺憾ながら、本年度は中間配当を見送り、
期末配当も無配を予定しております。株主の皆様におかれ
ましては、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
チタン事業については、中長期的には成長トレンドに

ありますが、現在は需給面、コスト面等急激な事業環境
の変化に直面しており、当社はその抜本的対応のため、
設備効率の改善、徹底的なコスト削減等の「構造改革
計画」を断行しております。また、成長戦略として、「サウジ
アラビアでのスポンジチタン製造合弁事業」及び「新日鐵
住金㈱との航空機向けチタン合金製造の合弁事業」を
展開しております。



売上高
営業利益
経常利益
四半期純利益

168億30百万円
△ 35億61百万円
△ 37億41百万円
 △ 38億24百万円

代表取締役社長

東邦チタニウム株式会社

機能化学品事業については、安定供給に加え、新商品
開発を営研工一体となって積極的に進めております。
これらの諸施策を推進する中で、当期の後半（2014年
10月～2015年3月）については、利益の黒字化達成に
取り組むとともに、来期（2015年度）以降に向けて更なる
収益改善を図ってまいります。
当社及び当社グループの未来を切り開くべく全力を
尽くしてまいりますので、何卒、皆様の変わらぬご支援、
ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

2014年12月



会 社 概 要 2014年9月30日現在

事業概要

東邦チタニウム株式会社

茅ヶ崎工場、若松工場、八幡工場、日立工場、黒部工場

119億63百万円

997名

4月1日から3月31日まで

6月

100株

東証第一部

社　名

生産拠点

資本金

従業員数（連結）

事業年度

定時株主総会

単元株式数

上場証券取引所

金属チタン事業

チタン鉱石

チタンインゴット
高純度チタン

・・・主要製品

スポンジチタン

四塩化チタン
（中間製品）

チタン粉・金属チタン加工製品
（トーホーテック）

機能化学品事業

プロピレン重合触媒

超微粉ニッケル

高純度酸化チタン

チタン酸カリウム
（東邦マテリアル）

化学工業
電子材料
自動車

航空機
一般工業
電子材料

原料
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業績予想
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売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益

30,430
△4,705
△5,157
△5,498

33,200
△3,000
△3,100
△2,700

（○）2,770
（○）1,705
（○）2,057
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2013年度実績 2014年度予想 差異
（百万円）

売上高については、増販、販売構成改善、円安等により増収を
予想しております。
損益については、以上のほか、構造改革によるコスト削減の進展
等により大幅な損失減を予想しております。
※なお、上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づくものであり、実際の
業績は、今後様々な要因により異なる結果となる可能性があります。



ト ピ ッ ク ス

サウジアラビアでのスポンジチタン製造合弁事業について

サウジアラビアの世界的な酸化チタンメーカーCristal社及び
その親会社であるTasnee社両社と本年1月に締結した基本合意書
に基づき、同国でのスポンジチタン製造合弁事業の準備を進めて
おります。本合弁事業は、世界的に卓越したコスト競争力での
スポンジチタン製造を目指した当社成長戦略の重要な一環です。
現在、2015年5月頃の工場建設開始を予定しております。

合弁会社の概要（予定）
：（仮称）AMIC‒Toho Titanium Metal Company
：ジッダ（サウジアラビア）
：110百万米ドル
：当社　35.0％
AMIC社（※）　65.0％
※Advanced Metal Industries Cluster Company Limited：
Cristal社とTasnee社が折半出資の投資会社

会 社 名
本店所在地
資 本 金
出資比率

サウジアラビアにてCristal社会長と



（2014年4月1日～2014年9月30日）

神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎三丁目3番5号

株主名簿管理人 三井住友信託銀行
同 連 絡 先

株主通信　第84期（2015年3月期）中間

三井住友信託銀行　証券代行部　　　　　　
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号

フリーダイヤル 0120-782-031
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